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悠々と我が国の食料供給基地を流れる大河 
 
 石狩川は、大雪山系の石狩岳にその源を発し、層雲峡
に代表される渓谷を流下して上川盆地に至り、道北の拠
点都市旭川市で忠別川、美瑛川等の支川を合わせ、神
居古潭の狭窄部を下って石狩平野に入る。石狩平野に
入ると雨竜川、空知川、幾春別川、夕張川、千歳川等の
支川を集め、最後に道都札幌市の中心部を流れる豊平
川を合わせ、石狩湾で日本海に注ぐ流域面積
14,330km2（全国第2位）、幹川流路延長268km（全国第3
位）の1級河川。  



流域の区域分け  石狩川の水系には、沢山の大きな支流があり、それ
ぞれが独立した流域を持っている。 
 石狩川の上流流域、空知川の流域、雨竜川の流
域については、流域が広く、河口からも離れてい
るので、別箇、独立した水系として流量を計算す
る。 



氾濫の可能性 

特定地点を決
めてここに流
入してくる雨水
の流量Viを経
時的に計算す
る。 

特定地点での
河川の構造を分
析。これよりその
地点での流出
可能量Voを経
時的に計算する。 

Vi > Vo  なら、氾濫の恐れがある。 

河川の構造 

国土交通省資料 



石狩川で起きていること 

石狩川の上流では？ 

本流での氾濫は？ 

本流の流れ 

石狩の下流では？ 

氾濫は予測できたか？ 

忠別川の氾濫は？ 
合流して氾
濫していな
いか？ 

美瑛川の氾濫は？ 

石狩川本流の上流地域 

A Zone 

合流 

雨竜川の氾濫は？ 

空知川の氾濫は？ 

合流して氾
濫していな
いか？ 

それぞれ、
合流して石
狩川は氾濫
していない

か？ 

本流の流れ 

幾春別川の氾濫は？ 

夕張川の氾濫は？ 

千歳川の氾濫は？ 

豊平川の氾濫は？ 

C Zone 

B Zone 

D Zone 

F Zone 

G Zone 

H Zone 

本流での 

石狩川の特異性 



2018.７. 2～ 3 インプットデータ 

アメダスデーの測定点とデータ 

A  Zone 

B  Zone 

C Zone 

D.E.F.G Zone 



            ダムの機能 
石狩川水系には沢山のダムあるが、これらの中で洪水用のダムとして働いて居るのは、以下の
ようなもの。これらのダムのほかに発電用のダム、灌漑用などの種々の目的のためのものがある
が、これらが郊外対策としてどんな働きをしているかが不明。ここでは、これらを無視した。 

ダムの仕様 有効貯水容量 



ダムの位置 



ダムの設置位置とその機能 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

大雪ダム・忠別ダム・小沢ダム・愛別ダムの貯水状況 

どちらのダムも、それなりの流域をカバ―して貯水している。 

降雨の当初から90％の貯水が可能 

降雨の当初から 35％の貯水が可能 

 A Zone 

降雨の当初から 100％の貯水が可能 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

金山ダム・滝里ダム・徳富ダムの貯水状況 

どちらのダムも、それなりの流域をカバ―して貯水している。 

降雨の当初から90％の貯水が可能 

降雨の当初から 100％の貯水が可能 

 B Zone 

滝里ダムは、非常に広範囲の
地域の降雨を受けいれており、
さらに、金山ダムの放水量も
受けいれている。大変貯水の
制御の難しいダムだ。 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

雨竜第一ダムの貯水状況 

どちらのダムも、それなりの流域をカバ―して貯水している。 

降雨の当初から 100％の貯水が可能 

 C Zone 

降雨の当初から 100％の貯水が可能 

ここには、雨竜第一ダム、雨
竜第二ダムがあるが、有効貯
水量の大きい第一ダムについ
てのみ検討の対象とした。 

三笠ぼんべつダム、新桂沢ダムの貯水状況  D Zone 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

当別ダム・高富ダム・美唄ダム・杵臼ダムの貯水状況 

どちらのダムも、それなりの流域をカバ―して貯水している。 

降雨の当初から85％の貯水が可能 

降雨の当初から 65％の貯水が可能 

 D Zone 

降雨の当初から 45％の貯水が可能 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

夕張シューパロダム・栗山ダムの貯水状況 

どちらのダムも、それなりの流域をカバ―して貯水している。 

降雨の当初から 100％の貯水が可能 

降雨の当初から 100％の貯水が可能 

 E Zone 

 F Zone 漁川ダムの貯水状況 

いずれのダムも有効貯水用利
用からすると、降雨量がすく
なく、貯水には全く問題が無
かった。 



降雨の当初から100％の貯水が可能 

定山渓ダム・豊平峡ダムの貯水状況 

石狩川水域の洪水対策用ダムでない、ダム。 

降雨の当初から 100％の貯水が可能 

 G Zone 



石狩川の上流では？ 石狩川本流の上流地域 

この領域では、旭川で石狩川の本流に、忠別川が美瑛川と合流したあ
と、合流してくる。それぞれの川も氾濫の可能性があるし、また、合
流したあとの流れにも氾濫の怖れがある。 

金星橋 

クリスタル橋 
両神橋 

旭川大橋 

近文大橋 



石狩川の上流 大雪山の層雲峡を水源として石狩川が流れて来る 



石狩川本流  

石狩川の本流が旭川
に流れて来る。水系に
は、大雪ダム、愛別ダ
ムがあり、水量が制御
されている。 

金星橋では？ 



石狩川本流の上流地域では、 

大雪山、愛別地区
に沢山の降雨が
あったが、ここで
は、氾濫の危険性
はない。 



忠別川の流れ 
美瑛川との合流まえ 

忠別ダムが有効に働いて居るか？ 



旭川 クリスタル橋あたり 



美瑛川の流れ 
忠別川との合流まえ 

美瑛川は辺別川と合流して、流入し
てくる？ 



ここでは氾濫の心配はない! 



忠別川と美瑛川との合流？ 

旭川大橋辺りでは？ 



極めて微妙だが、ここでは氾濫の危険性がある! 



石狩川に忠別川、美瑛川が合流 
石狩川の本流に、沢山が支流が合流している。はたして、氾濫は大丈夫か？ 



ここでは氾濫は免れたか ？ 

忠別川、美瑛川
での、ごく近い
上流での降雨に
より、増水して
いる。時間的な
余裕はない。 



氾濫の警報はどうであったか？  

この豪雨により、河川の氾濫警告が出された。次のようなものであるが、本ブログラムでの検証の結
果とはずいぶんずれているが、実際がどうであったのか、事実を知る必要がある。 

もし、氾濫が起きていたとするなら、土手を超えた水量は減じた状態で下
流に流れていく。従って、ここでは、この水量を求めて、いか、石狩川での
流量計算をすることとした。 

時間的な事を考
えれば、もう少
し下流での氾濫
警告か 



滝川での石狩川の流れ ？ 

妹背牛橋辺りでは？ 



氾濫は起きない 石狩川本流の流れ 



雨竜川流域では？  

雨竜川流域は、石狩川
の北部地域に位置し、
南西からの雨雲が降雨
するのは時間的に遅く
なる。 



石狩川に合流する前   



雨竜川の流域だけでは、氾濫は起きて
いない。 



雨竜川が石狩川に合流すると？ 

石狩川橋辺り 





空知川の流域では ？ 

空知川は、石狩
川流域では、ほ
ぼ東側に位置し
ており、ここで
の降雨は比較的
遅くなって起こ
る。 



石狩川に合流する前 



空知川単独では、氾濫の危険性はない。 



空知川が石狩川に合流するとどうなるか？ 



石狩川本流と雨竜川・。空知川の増水の時間帯がずれているのが幸いしているが、本
流の流れにより氾濫の可能性がある。 



石狩川下流域での状況 

D Zone 

E Zone 

F Zone 

G Zone 



石狩川本流と幾春別川の合流点辺り 



石狩川の川幅があり、
洪水対策として、きわめ
て有効。上流から流れ
てくる流量が多いので
注意が必要 



石狩川本流と夕張川の合流点辺り 



夕張川が合流しても石
狩川の水位の上昇はあ
まり大きくはない。川幅
が十分である。上流か
らの水が流れて来ると
水位は上がるが、旭川
での氾濫もあり、ここで
は全く問題にならなかっ
た。 



流の速さを変えると 

V = 3.0 m/sec V = 2.5 m/sec 

石狩川の山地を流れる速さが、平野部で
は、遅くなると、想定して比較した。 

氾濫の起こる危険性が増大し、しかも、その時間的に
は、少し、遅くなる傾向にある。 



石狩川本流と千歳川の合流点辺り 





石狩川本流と豊平川の合流点辺り 





北海道の巨大な河川、石狩川について氾濫の可能性を検証した。 

 実際に氾濫警告が出ていたが、どこでの水位を基準に出されたものかが
はっきりしていない。 
 本検討でも、氾濫の可能性が指摘されているが、時間的には差がある。 

石狩川のように長い河川になると、豪雨による増水が、どのようにして下流
域に流れてくるかが問題になる。 山間部と平野部では、分けて考える必要
があるが、石狩川の下流域については、流速を遅くした。その結果、氾濫は
起きてはいないが、増水に対して耐えられる堤防の高さが変わって来る。 

 こうしたことは、実際に、現地でどのような形になっていたかをかんさつす
る必要がある。 

 石狩川のような、流域が広く、河川の延長距離が長いもの、さらには、沢
山の洪水対策用のダムが設置されているものについては、河川の構造につ
いても、詳細な観察が必要になるものとおもう。 
                             2020.08.06 
 

まとめ 
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